
　

経
済
の
低
迷
と
少
子
長
命
化
に
挟
み
撃

ち
さ
れ
、年
金
制
度
の
先
行
き
に「
黄
信
号
」

が
点
り
つ
つ
あ
る
。制
度
の
改
革
は
不
可

欠
だ
が
、改
革
諸
案
の
吟
味
と
優
先
度
の

選
定
に
慎
重
を
期
し
た
い
。

10
年
納
付
で
受
給
権
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

　

政
府
の
改
革
諸
案
が
ま
る
で
棚
卸
し
の

よ
う
に
並
べ
ら
れ
た
。そ
の
中
で
、ど
う
に

も
首
を
か
し
げ
る
の
は「
受
給
資
格
期
間

の
短
縮
」で
あ
る
。　　

　

現
行
の
通
算
25
年（
免
除
期
間
を
含
む
）

を
10
年
に
切
り
替
え
る
、と
い
う
。60
歳
未

満
で
5
～
6
年
し
か
納
付
し
て
い
な
い
人

び
と
は
10
年
納
付
を
目
指
す
も
の
の
、10

年
で
止
め
て
し
ま
わ
な
い
か
。あ
と
10
数

年
で
通
算
25
年
に
達
す
る
人
び
と
は
納
付

意
欲
を
失
わ
な
い
か
。

　

保
険
料
完
納
40
年
で
老
齢
基
礎
年
金
は

月
額
約
6
・
6
万
円（
平
均
受
給
5
・
４
万

円
）。短
期
納
付
で
２
万
円
前
後
の
年
金

生
活
者
が
増
え
る
恐
れ
が
つ
き
ま
と
う
。

し
か
も
、納
付
年
齢
を
過
ぎ
た
65
歳
以
上

で
10
年
以
上
の
納
付
者
も
対
象
に
す
る

な
ら
25
年
ル
ー
ル
を
守
っ
た
人
び
と
は

制
度
へ
の
不
信
を
抱
く
だ
ろ
う
。

　

も
と
も
と
生
活
困
窮
に
陥
っ
て
払
え

な
い
人
び
と
に
は
全
額
・
４
分
の
３
・
半

額
・
４
分
の
１
免
除
の
救
済
策
が
あ
る
。

こ
の
活
用
を
ま
ず
勧
め
る
の
が
本
来
の

対
策
で
あ
る
。

　

米
国
の
受
給
資
格
期
間
は
10
年
、ド
イ

ツ
は
5
年
、フ
ラ
ン
ス
は
期
限
な
し
。だ

が
、い
ず
れ
も
皆
年
金
体
制
で
は
な
く
、

失
業
時
や
倒
産
時
に
は
脱
退
し
、再
就
職

等
で
再
加
入
の
出
入
り
自
由
な
設
計
で

あ
る
。日
本
で
は
皆
年
金
ゆ
え
に
申
請
免

除
を
設
け
た
。極
端
に
言
え
ば
、40
年
間

全
額
免
除
で
あ
っ
て
も
国
庫
負
担
分
は

支
給
さ
れ
る（
08
年
度
ま
で
の
３
分
の

１
補
助
で
満
額
6
・
6
万
円
の
う
ち
2
・

2
万
円
支
給
）。

　

し
か
し
、免
除
制
度
の
周
知
度
は
低
く
、

厚
労
省
の
08
年
国
民
年
金
被
保
険
者
実
態

調
査
で「
知
っ
て
い
る
」は
62
・
7
%
に
と

ど
ま
る
。所
得
に
応
じ
払
い
や
す
く
し
た

多
段
階
免
除
制
度
も
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

全
額
免
除
は
横
ば
い
、他
の
免
除
者
は
む

し
ろ
減
少
し
て
い
る（
表
参
照
）。

　

周
知
徹
底
や
申
請
簡
素
化
の
検
討
・
実

行
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
。

自
縄
自
縛
の
政
策
で
は
な
い
か

　

こ
の
10
年
短
縮
と
セ
ッ
ト
で
検
討
さ
れ

て
い
る
の
が
低
年
金
者
に
対
す
る
加
算
制

■
年
金
改
革

宮
武 

剛 

の  

社
会
保
障  

言 

論

低
年
金
対
策
が

	
低
年
金
者
を
生
み
出
す
恐
れ

低
年
金
対
策
が

	
低
年
金
者
を
生
み
出
す
恐
れ



■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県

立
大
学
教
授
を
経
て
、 

現
在
、目
白
大
学
教
授
。

近
刊
に『
現
代
の
社
会
福
祉
　
1
0
0
の
論
点
』（
監
修
・
共
著
、全
国

社
会
福
祉
協
議
会
刊
）。

度
創
設
案
で
あ
る
。

　

給
付
時
点
で
年
収
65
～
84
万
円
の
人
び

と
に
対
し
年
金
を
段
階
的
に
加
算
す
る
、

と
い
う
。民
主
党
政
権
が
公
約
で
謳
っ
た

最
低
保
障
年
金
7
万
円
水
準
を
目
指
す
加

算
で
あ
る（
平
均
5
・
4
万
円
＋
素
案
で
の

最
高
加
算
1
・
6
万
円
）。

　

し
か
し
、保
険
料
を
払
っ
た
人
も
、払
え

る
の
に
払
わ
な
か
っ
た
人
も
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
年
金
額
に
な
る
。こ
こ
で
も
納

付
意
欲
を
削
ぐ
恐
れ
が
強
い
。

　

英
国
や
ド
イ
ツ
で
も
高
齢
者
の「
隠
れ

た
貧
困
」は
社
会
問
題
に
な
り
、無
年
金

者
や
低
年
金
者
へ
生
活
費
が
提
供
さ
れ

て
い
る
。い
ず
れ
も
年
金
制
度
で
は
な
く
、

公
的
扶
助（
生
活
保
護
）の
一
環
で
、ゆ
る

や
か
な
ミ
ー
ン
ズ
テ
ス
ト
も
行
う（
所
得

調
査
あ
り
・
資
産
調
査
な
し
、高
額
所
得

の
息
子
、娘
ら
が
い
る
場
合
は
支
給
し
な

い
等
）。

　

防
貧
対
策
の
年
金
制
度
を
救
貧
対
策
に

使
う
の
は
無
理
が
あ
る
。し
か
も
、受
給
資

格
期
間
を
短
縮
し
て
低
年
金
者
を
生
み

出
し
、そ
の
救
済
に
消
費
税
引
き
上
げ
分

（
2
0
1
0
年
代
半
ば
に
実
施
）を
注
ぎ
込

む
の
は
政
策
矛
盾
で
は
な
い
か
。

“
所
得
調
査
”は
是
か
非
か

　

高
額
所
得
者
に
対
す
る
年
金
の
減
額

案
も
提
起
さ
れ
た
。年
収
1
0
0
0
万
円

か
ら
老
齢
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
分（
09

年
度
か
ら
2
分
の
1
）が
次
第
に
減
額
さ

れ
1
5
0
0
万
円
で
全
額
支
給
停
止
、と

い
う
。

　

こ
れ
も
保
険
料
納
付
を
要
件
に「
老
齢
」

を
保
険
事
故
と
し
て
給
付
さ
れ
る
社
会

保
険
方
式
の
原
理
・
原
則
に
反
す
る
試
み

に
な
る
。い
わ
ば
高
額
所
得
者
に
対
す
る

「
ミ
ー
ン
ズ
テ
ス
ト
」を
給
付
要
件
に
加
え

る
に
等
し
い
。賃
金
収
入
は
わ
ず
か
な
が

ら
多
額
の
資
産
を
持
つ
人
び
と
は
減
額
を

免
れ
る
。40
～
50
歳
代
の
高
額
所
得
者
は

や
は
り
納
付
意
欲
を
削
が
れ
る
。

　

前
掲
の
実
態
調
査
で
滞
納
者
の
う
ち
所

得
1
0
0
0
万
円
超
が
9
・
6
%
を
占
め

た
。こ
の
保
険
料
逃
れ
の
徴
収
強
化
が
先

決
で
あ
る
。

　

高
額
所
得
者
の
年
金
減
額
案
も
、ま
ず

環
境
・
条
件
を
整
え
る
こ
と
だ
。民
主
党
政

権
に
よ
る「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」

が
い
み
じ
く
も
、そ
の
道
筋
を
明
示
し
て

い
る
で
は
な
い
か
。

　
「
共
通
番
号
」制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
主

に
自
営
業
者
の
所
得
把
握
を
現
状
よ
り
厳

格
に
す
る
こ
と
、利
子
・
利
息
・
配
当
・
不
動

産
譲
渡
益
等
の
資
産
性
所
得
を
分
離
課
税

か
ら
総
合
課
税
へ
切
り
替
え
て
い
く
こ
と
。

そ
の
大
方
針
を
着
実
に
実
行
し
な
が
ら
、

年
金
改
革
を
進
め
て
ほ
し
い
。

112.6万人

206.9万人
26.4万人
21.3万人
7.9万人

120.3万人

214.6万人
25.0万人
15.6万人
6.7万人

法定免除

全 額
4分の1
半 額
4分の3

2007 年 3月末 2010 年 3月末

申
請
免
除

法定・申請免除の現状
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